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表 関西学院大学カレッジ・コミュニティ調査の概要
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「親切だ―冷たい」（ Supportive ― Unsupportive）







「配慮のある―配慮に欠ける」（ Considerate ― Inconsiderate）
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表 卒業調査の調査項目詳細
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図 退学に至る縦断モデル
（Tinto, V. (1993). Leaving college : Rethinking the causes and cures of student attrition (2nd ed.). Chicago :
University of Chicago Press. P. 114より一部改変）






前述した「CCA 調査」と「2009年度入学生調査」の質問項目をこの Tinto モデルに当てはめ
て大学での学生の入学から卒業までの過程モデルとして整理したものが図である。










3. 3 2009年度入学生調査項目のTinto モデルへの適用
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図 つの在学調査項目のTinto モデルへの適用
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図 I-E-O モデル
Astin (1970a, 1970b, 1991）より作成
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高い−つまり多くの項目をより倹約的に説明している。
この第象限は、全体を抽象的に説明表現する次元であり、多くのモデルはこの第象限に位
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図 データの説明対象包括性と説明レベル抽象度の軸

































た知識観はこの20〜30年で完全に覆されたといって良いだろう。さらに OECD の DeSeCo
（Definition and Selection of Key Competencies）の報告書（Rychen et. al. 2003）の示す Key
Competenciesを概観すると、これから求められるべきは現代社会において人生を豊かにするた
めの「生活知」である事が理解できる。実際この報告書の原題は、「Key Competencies for A
Successful Life and AWell-Functioning Society」である。これらの視点に立つと大学教育に求め
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付録．
CCA16からの変更点





Ｑ 余暇の過ごし方 → Ｑ 生活時間








「留学生あるいは外国籍ですか？」 はい □ いいえ □ 答えたくない □
Ｆ．生年月
「あなたの生年月を教えて下さい」 19□□年 □月 （数字を記入）
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